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研究の要約 

 本研究は，中学校社会科における「社会で活用できる概念的知識」

を獲得するための指導方法の工夫を探ることを目的としている。 

 文献研究を通して，社会科では社会における様々な場面で活用でき

る「概念的知識」の獲得が求められていること，「概念的知識」を得る

ためには，「科学的探求学習」が有効な学習過程ではあるが子供の思考

に添いづらい等の課題もあることが分かった。その課題を解決するた

めに「科学的探求学習」の学習過程を基本としながらも，子供の思考

を意識して編成した「問いの構造図」から授業を構成することと社会

で生きていくために考えていかなければならない性質の問いである

「本質的な問い」を設定することが提唱されていることが分かった。 

そこで，「社会で活用できる概念的知識」を獲得するために，「問い

の構造図」から授業構成し，最後に「本質的な問い」を設定した「科

学的探求学習」の単元開発を行い，その有効性を確かめた。 

 検証授業の結果，それらの指導方法の工夫は「社会で活用できる概

念的知識」を獲得することに有効であることが明らかになった。 
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Ⅰ 問題の所在 

 

自身の中学校社会科授業では，毎時間中心発

問を設定し，グループ活動を取り入れながら，

生徒が「考え，説明する」学習活動に取り組ん

できた。しかし，生徒からは，例えば「この学

習は何に役立つのか」「実際の社会で生きてい

くのに関係があるのか」といった発言も聞かれ

るなど，社会科を学習することの意味を感じさ

せられていないという実態も見られた。つまり，

１時間ごとの授業中の学習活動は充実してい

ても，社会的事象を扱って得た知識を実社会に

繋げることができていなかったと言える。 

「深い学び」の視点からの社会科における授

業改善について，『幼稚園，小学校，中学校，

高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等

の改善及び必要な方策等について（答申）』（以

下『答申』）では，「個別の事実等に関する知識

のみならず，主として社会的事象等の特色や意

味，理論などを含めた社会の中で汎用的に使う

ことのできる概念等に関わる知識を獲得する

ように学習を設計することが求められる」１）と

述べられている。また，『中学校学習指導要領

(平成 29年告示)解説 社会編』（以下『解説』）

では，教科目標に，社会的事象を「理解する」

とある。社会的事象を「理解する」とは，「基

礎的・基本的な知識を確実に習得しながら，既

得の知識と関連付けたり組み合わせたりして

いくことにより，（中略）社会における様々な

場面で活用できる，概念などに関する知識とし

て獲得していくこと」２)と述べられている。 

つまり，社会科では個別の事実等に関する知

識の理解に留まらず，「社会において活用でき

る概念などに関する知識」を獲得していくこと

が求められている。 

社会科で求められている「概念」に関して，

森分（1978）は，【図１】に示すように，知識

は，「事実的知識（情報）」と「概念的知識（理

論）」とに分かれると説明している。 

・ 「事実的知識」：時間的空間的に限定され

た特殊な社会的事象について記述する個別

的知識である。 

・ 「概念的知識」：複数の事象にみられる共

通の要素あるいは関係，傾向性について説

明する一般的な知識であり，多くの事象に

ついて説明可能な転移しうる知識である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 科学的知識の構造 

 

森分の先行研究を基に，自身の授業を分析す

ると，自身の授業は，「事実的知識」を説明す

る授業であり，転移しうる知識である「概念的

知識」を獲得する授業になっていなかった。 

以上より，社会科では，「社会で活用できる

概念的知識を獲得すること」が求められている

にも関わらず，自身の授業では「事実的知識」

の説明に留まり，それゆえ，社会科で学習した

知識を実社会に繋げることができていなかっ

た。 

そこで，本研究では，中学校社会科において

「社会で活用できる概念的知識」を獲得するた

めに有効な指導方法の工夫について探ること

とした。 

 

Ⅱ 研究の目的 

 

 本研究では，中学校社会科における「社会で

活用できる概念的知識」を獲得するために有効

な指導方法を探ることを目的とする。 

 

Ⅲ 研究の方法 
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１ 研究主題に関する基礎的研究 

２ 研究の構想 

３ 研究仮説及び検証の視点と方法 

４ 検証授業の計画と実施 

５ 検証授業の分析と考察 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

 

(１) 「社会で活用できる概念的知識」とは 

森分は，知識は前頁の【図１】に示したよう

に「事実的知識」と「概念的知識」に分かれ，

「概念的知識」の獲得を目指すこととしている

が，更にその「概念的知識」は，【図２】に示

すように三層の構造に分けて捉えることがで

きると説明している。 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 概念的知識の構造 

 

・ 「普遍的理論」：人間や社会一般に見られ

る傾向性，規則性 

・ 「類型的理論」：同じ類型の事象・出来事

に見られる傾向性，規則性 

・ 「総合的理論」：特定の時所における事象

に見られる傾向性 

つまり，「社会で活用できる概念的知識」に

するためには，より上位の「普遍的理論」・「類

型的理論」の層まで知識を高めることが求めら

れる。 

なお，社会科の教育内容の見直しについて，

『答申』では，「将来につながる現代的な諸課

題を踏まえた教育内容の見直しを図ることが

必要である」３）と述べており，また，『解説』

では「基礎的・基本的な『知識・技能』を，子

供たちの未来において，生きて働くものとして

確実な習得を図ることが必要である」４）と述べ

ていることから，将来や子供たちの未来に生き

て働く知識として獲得することが求められて

いる。 

このことから，本研究における，「『社会で活

用できる概念的知識』を獲得する」とは，「子

供たちの未来において生きて働く概念的知識」

として「普遍的理論」や「類型的理論」を獲得

すること，と定義する。 

(２) より上位の「概念的知識」を獲得する授業 

づくりについて 

ア 「科学的探求学習」 

森分は，社会科で習得する知識について，科

学的探求の論理にしたがって習得させるよう

に構成されるべきであると述べている。 

・ 「科学的探求学習」：社会的事象について，

「なぜそれは起こったか」「それはどうなる

か」と問い，その回答を探求していく活動で

ある。学習過程は，「課題設定」→「仮説提

示」→「仮説の吟味・検証」→「一般化，理

論の定式化」となる。 

 森分は，「なぜ」と問えば，一般化・理論な

しには答えることはできない。一般化・理論は，

事象・出来事を説明し予測するための知識であ

り，事象・出来事をみていくときの枠組みとな

る概念的な知識であると述べている。 

つまり，森分の提唱する「科学的探求学習」

で得る知識が，「概念的知識」である。 

 渡部（2020）は，森分の提唱した「科学的探

求学習」について，「概念的知識」に着目した

授業として有効性を主張している。一方で，森

分の「科学的探求学習」について，授業で教え

たい知識を基に授業構成することで，子供の自

然な思考過程を保障することができていない

と述べている。 

そこで渡部は，森分の「科学的探求学習」の

基本を継承しながらも，新たに「『問いの構造

図』からの授業構成」・「『本質的な問い』の設

定」を提唱している。 
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イ 「問いの構造図」からの授業構成 

「問いの構造図」は，【図３】に示すように，

中心発問(Main Question:MQ)と下位の問い

(Sub-Question:SQ)から成る。中心発問はすぐ

に明確に答えることが難しく，いくつかの下位

の問いを系統的に設定し，一つずつ問題解決し

アプローチしていく，というものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 問いの構造図 

 

・ 中心発問(Main Question:MQ)：「なぜ」「ど

うして」という問い（＝推論を求める問い） 

・ 下位の問い(Sub-Question:SQ)：中心発問

に答えるために必要な問い 

・ 下位の下位の問い(Sub-Sub-Question:SSQ) 

:下位の問いに答えるために必要な問い 

 渡部は，「問いの構造図」は生産的な科学的

探求のルート，難題を解き明かすためのプロセ

スであり，子供の解答を意識して編成した「問

いの構造図」から授業を構成することで，「問

い」→「子供の予想や答え」→「問い」の流れ

が断絶しなくなると述べている。 

ウ 「本質的な問い」の設定 

 また渡部は，「現在に生きる子供たちが『学

ぶ意味』を感じること」５）ができるようにする

ために「本質的な問い」を設定することを提唱

し，「本質的な問い」については，時代を超え

て社会的事象を説明できるような「普遍的理論」

を求める問いであり，はっきりとした答えはな

いオープンエンドな問いで，かつ主権者として，

市民として，私たちが社会で生きていくために，

考えていかなければならないような性質の問

いと定義している。その「本質的な問い」を「問

いの構造図」の最後に後づけることで，獲得し

た「概念的知識」を基盤としながら，現代の社

会認識と結びつく知識を獲得することができ

ると述べている。 

 このことから，獲得した「概念的知識」を転

移・活用し，「本質的な問い」について考える

ことで，「子供たちの未来において生きて働く

普遍的理論」を獲得することができると考える。 

 

２ 研究の構想 

 

これまでに述べてきた基礎的研究に基づき，

研究の構想図を【図４】に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 研究構想図 

 

 生徒が，授業を通して獲得した様々な知識を

転移・活用して「社会で活用できる概念的知識

（＝『普遍的理論』や『類型的理論』）」を獲得

することを目指す。そのための手立てとして，

「問いの構造図」から授業構成し，最後に「本

質的な問い」を設定した「科学的探求学習」を

行うという指導方法で単元を開発し，その有効

性を確かめる。 

 

３ 研究仮説及び検証の視点と方法 

 

⑴ 研究仮説 

「問いの構造図」から授業構成し，最後に「本

質的な問い」を設定した「科学的探求学習」を



東歸 ４ 

行えば，中学校社会科における「社会で活用で

きる概念的知識」を獲得することができるであ

ろう。 

⑵ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法を【表１】に示す。 

 

表１ 検証の視点と方法 

 

４ 検証授業の計画と実施 

 

⑴ 検証授業の内容 

ア 期間 令和３年 10月 18日～11月５日 

イ 対象 中学校 第１学年（33名） 

ウ 単元名 世界の諸地域  

（アフリカ州，南アメリカ州） 

エ 単元の目標 

・ アフリカ州及び南アメリカ州に暮らす人々

の生活を基に，アフリカ州及び南アメリカ州

の地域的特色（自然，産業，文化，歴史等）

を大観し，理解する。 

・ アフリカ州及び南アメリカ州で顕在化して

いる経済発展に係る地球的課題は，アフリカ

州及び南アメリカ州の地域的特色（資源，経

済，歴史等）の影響を受けていることを理解

する。 

・ アフリカ州及び南アメリカ州において，経

済発展に係る地球的課題の要因や影響を，地

域内外の結び付きなどに着目して，それらの

地域的特色（自然，産業，資源，経済，文化，

歴史等）と関連付けて多面的・多角的に考察

し，表現する。 

・ アフリカ州及び南アメリカ州を基に，より

よい社会の実現を視野に，これからの経済発

展に係る課題を主体的に追求しようとする

態度を養う。 

オ 単元の評価規準 

 単元の評価規準について【表２】に示す。 

 

表２ 単元の評価規準 

 

カ 単元の「問いの構造図」 

 本単元の「問いの構造図」については，【資

料１】に示す手順で作成し，作成したものにつ

いては次頁【図５】に示す。 

 

資料１ 「問いの構造図」作成の手順 

１．文献研究後，「本質的な問い」を設定す
る 

２．『学習指導要領』，教科書等を基に「中
心発問」と「下位の問い」を設定する 

３．同僚社会科教師と「本質的な問い」及び
「問いの構造図」の実行性を協議し，修
正を加える 

  検証の視点 検証の方法 

１ 
「社会で活用できる概念的知識」を獲

得することができたか 

ワークシート

の分析 

２ 

「社会で活用できる概念的知識」を獲

得するために，「問いの構造図」から

授業構成することが有効であったか 

ワークシート

の分析 

３ 

「社会で活用できる概念的知識」を獲

得するために，「本質的な問い」の設

定が有効であったか 

ワークシー

ト・発話記録

の分析 

知識・技能 

・ アフリカ州及び南アメリ
カ州に暮らす人々の生活を
基に，アフリカ州及び南ア
メリカ州の地域的特色（自
然，産業，文化，歴史等）
を大観し，理解している。 

・ アフリカ州及び南アメリ
カ州で顕在化している経済
発展に係る地球的課題は，
アフリカ州及び南アメリカ
州の地域的特色（資源，経
済，歴史等）の影響を受け
ていることを理解してい
る。 

思考・判断・
表現 

・ アフリカ州及び南アメリ
カ州において，経済発展に係
る地球的課題の要因や影響
を，地域内外の結び付きなど
に着目して，それらの地域的
特色（自然，産業，資源，経 
済，文化，歴史等）と関連付
けて多面的・多角的に考察
し，表現している。 

主体的に学
習に取り組
む態度 

・ アフリカ州及び南アメリ
カ州を基に，よりよい社会
の実現を視野に，これから
の経済発展に係る課題を主
体的に追求しようとしてい
る。 
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 図５ 単元の「問いの構造図」 
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キ 単元の指導評価計画 

単元の指導と評価の計画について【表３】に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 時 ねらい 学習活動 
評価の観点 

評価規準 
知 思 態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

一

次  

 

ア

フ

リ

カ

州 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

・ 単元を通し

た 課 題 を 立

て，今後の学

習に見通しを

もつ 

 

 

 

 

・ アフリカ州

の自然，歴史

と文化，人口

の特色につい

て理解する。 

・ アフリカ州

の課題につい

て，今後の学

習に見通しを

もつ。 

 

 

 

 

 

・ 「発展する」ことのイメージ

（概念）を共有する。 

・ 「発展」に向けた“道筋”を

考える。 

・ 「発展」＝「経済発展」と捉

える。 

 

 

・ アフリカ州の自然，歴史，文

化，人口の特色を雨温図，写真

等の資料から考察する。 

・ アフリカ州の課題の要因・背

景について，自然，歴史等と関

連させて，自身の考えをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

●【主体的に学習に取り組む態度】 

 前時のアジア州の「経済発展」を

テーマとした学習を生かし，単元を

貫く問いについて主体的に追求し

ようとしている。 

 

 

 

〇【知識・技能】 

 アフリカ州の自然，歴史，文化，

人口等の特色の大観を理解してい

る。 

●【主体的に学習に取り組む態度】 

 アフリカ州の課題の要因・背景を

予想し，その課題解決へ見通しをも

って主体的に追求しようとしてい

る。 

 

 

２ 

・ アフリカ州

のモノカルチ

ャー経済の仕

組みと問題点

について理解

する。 

 

 

 

・ アフリカ州の農業，鉱業の特

色について分布図等の資料か

ら考察する。 

・ アフリカ州の国々の輸出品，

国際市場価格等の資料から，モ

ノカルチャー経済の仕組みと

その問題点，先進国との貿易の

特徴について理解する。 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

  

 

 

●【知識・技能】 

 アフリカ州の農業，鉱業，貿易の

特徴や問題点を，様々な資料を関連

づけて読み取っている。 

〇【思考・判断・表現】 

 アフリカ州のモノカルチャー経

済の問題点を，様々な資料を関連付

けて多面的・多角的に考察している。 

３ 

 

・ アフリカ州

の経済発展を

妨げる課題に

ついて，民族

問題，人口問

題などの視点

か ら 理 解 す

る。 

 

 

 

・ アフリカ州の民族問題につい

て，民族分布と国境線等の資料

から考察する。 

・ アフリカ州の人口問題につい

て，死亡率，国民総所得等の資

料から考察する。 

 

    

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

● 

  

 

 

〇【知識・技能】 

 アフリカ州が抱える課題について

理解している。 

●【思考・判断・表現】 

 アフリカ州の経済発展を妨げ

る課題について，民族問題，食

料不足に関わる問題などと関連

付けて多面的・多角的に考察し

ている。 

【ＭＱ１】アフリカ州はどのようなところなのだろうか。～アフリカ州の現状を知ろう～ 

【本質的な問い】現在，経済的に貧しい国々がこれから発展するためには，どのような

道筋があるのだろうか。 

表３ 単元の指導評価計画 

※〇:評定に用いる評価，●:学習改善につなげる評価，【ＭＱ】：中心発問 

【ＭＱ２】なぜ，アフリカ州は経済的に貧しい国が多いのだろうか。 

～アフリカ州の経済の問題点を知ろう～  

 なぜ，アフリカ州は貧しい国々が多いのか，予想しよう。 

【ＭＱ３】なぜ，アフリカ州の発展は遅れているのだろうか。 

～アフリカ州の発展を妨げている様々な原因を考えよう～ 
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次 時 ねらい 学習活動 
評価の観点 

評価規準 
知 思 態 

 

 

 

 

 

第

二

次 

 

南

ア

メ

リ

カ

州 

 

 

 

 

 

 

４ 

・ 南アメリカ州

の自然，歴史，

産業，人々の暮

らしの特色に

ついて理解す

る。 

・ 南アメリカ州

の課題につい

て，今後の学習

に見通しをも

つ。 

 

 

 

・ 南アメリカ州の自然，歴史，

産業，人々の暮らしの特色を雨

温図，写真等の資料から考察す

る。 

・ 南アメリカ州の課題の要因・

背景について，自然，歴史等と

関連させて，自身の考えをも

つ。 

 

 

 

〇 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

〇【知識・技能】 

 南アメリカ州の自然，歴史，産業，

人々の暮らしの特色の大観を理解

している。 

●【主体的に学習に取り組む態度】 

 南アメリカ州の課題の要因・背景

を予想し，その課題解決へ見通しを

もって主体的に追求しようとして

いる。 

 

 

５

６ 

・ 南アメリカ州

で進む大規模

開発と環境問

題との関係を

理解する。 

・ 南アメリカ州

の経済発展の

問題点につい

て，「持続可能

な開発」の観点

から考える。 

 

 

 

 

 

・ 南アメリカ州の経済発展につ

いて，農業や資源・エネルギー

開発の面から考察する。 

・ 南アメリカ州の経済発展の問

題点ついて，「持続可能な開発」

の観点から考察する。 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

  

 

 

 

 

●【知識・技能】 

 南アメリカ州の大規模な開発を

通した経済発展の方法を，写真やグ

ラフ等の資料から，読み取ってい

る。 

〇【思考・判断・表現】 

アマゾン川流域の大規模開発に

起因する環境問題を踏まえ，開発の

在り方について，持続可能な開発の

観点から問題点を説明している。 

第

三

次 

 

ま

と

め 

７

８ 

・ 各国が自国優

先ではない世

界全体の視野

と，目先の利益

ではない将来

の視点を入れ

た「経済発展」

の在り方につ

いて考える。 

 

 

 

・ アフリカ州・南アメリカ州の

学習を踏まえ，貧しい国が「発

展する」ための道筋を考える。 

・ 先進国と途上国のそれぞれの

立場から考える。 

・ 先進国の発展の在り方につい

ても考える。 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇【知識・技能】 

 これからの経済発展については，各

国が自国優先ではない世界全体の視野

と，目先の利益ではない将来の視点を

入れた経済発展観に立つことが必要で

あることを理解している。 

●【思考・判断・表現】 

先進国と途上国のそれぞれの立

場から，多面的・多角的に考察し，

表現している。 

〇【主体的に学習に取り組む態度】 

 単元を通した学習を振り返りな

がら，よりよい社会の実現を視野に

課題を追求し，社会に関わろうとい

う態度を示している。 

 なぜ，南アメリカ州では森林が減少しているのだろうか。 

【ＭＱ４】南アメリカ州はどのようなところなのだろうか。 

～南アメリカ州の現状を知ろう～  

【ＭＱ５】南アメリカ州はどのようにして経済発展させているのだろうか。 

～南アメリカ州の経済発展について知ろう～  

【ＭＱ６】南アメリカ州の経済発展の問題点を説明しよう。 

 ～環境問題，持続可能性を視点に考えよう～  

【本質的な問い】現在，経済的に貧しい国々がこれから発展するためには，どのような

道筋があるのだろうか。 
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⑵ 指導の手立て・工夫 

 指導に当たっては，毎時間の課題追求を中心

としながらも，「概念等に関わる知識」の獲得

を目指し，以下に示す三つの工夫を取り入れる。 

ア 学習過程を「科学的探求学習」で組み立て

ること 

 本単元では，「なぜ，アフリカ州の発展は遅

れているのか」や「南アメリカ州はどのように

して経済発展させているのか」等の課題を探求

する「科学的探求学習」の学習過程を取り入れ，

授業を行う。 

また，各学習過程では，以下に留意して学習

を展開する。 

・ 「課題設定」では，「アフリカ州は鉱産資

源が多いのにも関わらず，なぜ発展しないの

か」等，子供の思考を揺さぶる問いを投げか

け，課題意識を高める。 

・ 「仮説提示」では，アジア州の経済発展等，

子供がもっている既有の理論を表出させる。 

・ 「仮説の吟味・検証」では，他者の考えを

参考にしながら，多面的・多角的に仮説を吟

味・検証するために，グループ学習を取り入

れ，思考する時間を十分確保する。 

・ 「一般化，理論の定式化」では，「仮説提

示」の場面で表出させた既有の理論と，獲得

した理論とを比較し，子供に自らの知識の深

化を実感させる。 

イ 「問いの構造図」から授業を構成すること 

 「問いの構造図」は，科学的に課題を解き明

かすための問いのプロセスであり，中心発問と

下位の問いから成る，授業構成の骨格となるも

のである。そこで，子供の思考に添った科学的

探求を行うために，まず，「問いの構造図」を

作成し，授業展開を考える。 

 具体的には，MQ「なぜ，アフリカ州は経済的

に貧しい国が多いのか」という中心発問に対し，

SQ１「アフリカ州ではどのようなものをどのよ

うに生産しているのだろうか」，SSQ1-1「アフ

リカ州で生産される農産物には何があるか」，

SSQ1-2「それらの農産物の特徴はなにか」，

SSQ1-3「なぜアフリカ州では商品作物が栽培さ

れるようになったのか」等の下位の問いで探求

していく。このような流れを考えた上で，そこ

で得られる知識を付け加えて授業構成を考え

ていく。その際，第一次のアフリカ州では，教

師によって構造化した問いかけで中心発問を

解き明かし，第二次の南アメリカ州では，教師

の問いかけを減らし，アフリカ州で学習した探

求のプロセスを生かしながら，子供が自ら「問

いの構造図」を作成できるように促す。 

ウ 「本質的な問い」を設定すること 

 「本質的な問い」については，単元の最初と

最後に位置付けて考えさせる。 

具体的には，「普遍的理論」として「これか

らの経済発展については，各国が自国優先では

ない世界全体の視野と，目先の利益ではない将

来の視点を入れた経済発展観に立つことが必

要である」と設定し，アフリカ州と南アメリカ

州で獲得したそれぞれの「概念的知識」を転

移・活用できる「本質的な問い」として「現在，

経済的に貧しい国々がこれから発展するため

には，どのような道筋があるのだろうか」とい

う具体的な問いと，一般化した「これからの経

済発展はどのようにあるべきなのだろうか」を

考える。また，設定した「普遍的理論」を獲得

するために，アフリカ州と南アメリカ州を連続

した単元として再編成し，アフリカ州と南アメ

リカ州の双方の学習を活用して「普遍的理論」

を考えることができるようにする。 

 以上三つの工夫により，毎時間の事実的知識

の理解に留まらず，単元を通して「社会で活用

できる概念的知識」を得る授業を目指す。 

 

５ 検証授業の分析と考察 

 

⑴ 「社会で活用できる概念的知識」を獲得す

ることができたか 

 第八時の授業では，一般化した「本質的な問

い」である「これからの経済発展はどのように

あるべきなのだろうか」から「普遍的理論」の

獲得を目指した。 
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ア 評価基準 

 「社会で活用できる概念的知識（＝普遍的理

論）」の評価基準を【表４】に示す。なお，Ｂ

評価以上が「普遍的理論」を獲得したと捉える。 

 

表４ 「社会で活用できる概念的知識」の評価基準 

設定した「普遍的理論」 

「これからの経済発展については，自国優先ではない

世界全体の視野と，目先の利益ではない将来の視点を入

れた経済発展観が必要である」 

評価 基準 

Ａ 
 世界全体の視野と将来の視点の二つの視点を

含めた内容を書いている 

Ｂ 
 世界全体の視野と将来の視点のうち，どちら

かの視点を含めた内容を書いている 

Ｃ 
世界全体の視野と将来の視点のどちらの視点

も含めた内容を書いていない 

 

イ 結果 

 【表４】の評価基準を基に，「社会で活用で

きる概念的知識（＝普遍的理論）」について評

価した。結果を【表５】に示す。 

記述については，「世界全体の視野」：   ，

「将来の視点」：   で示した。 

 

表５ 結果 

評価 生徒 記述 

Ａ 

12

名 

ア 

・ 発展しすぎると，地球温暖化が進み，

逆に生活が不便になってしまうから，

急に発展しすぎずゆっくり発展を継続

させる 

・ 自分の国のことばかり考えて発展し

ようとせず，世界全体のことも考える 

イ 

・ ある程度なら発展してもいいけど，

やりすぎてはいけないようにして，み

んな同じくらいの経済発展をすればよ

い 

・ 「環境」を少し優先に考えていく 

Ｂ 

19

名 

ウ 環境や今ある資源に配慮して進める 

エ 
 経済発展は全ての人々が安全に暮らせ

る程度にするべき 

Ｃ 

２

名 

オ 未記入 

カ 

これからの経済発展は工業化がひどく

なり，二酸化炭素も出て地球温暖化もひ

どくなると思う。他にも今，先進国の国

が逆に途上国みたいになって力を借りる

と思う 

 【表５】に示すように，生徒ア・イは「世界

全体の視野」と「将来の視点」の２つの視点を

含めた内容を書いている。生徒ウは「将来の視

点」，生徒エは「世界全体の視野」を含めた内

容をそれぞれ書いている。生徒オ・カは「世界

全体の視野」と「将来の視点」のどちらの視点

も書いていない。生徒オは各時間における「総

合的理論」を獲得することができていなかった

ため記述することができなかった。生徒カは問

いの意味を理解することができず，「総合的理

論」は活用しているものの，「普遍的理論」を

表現することができなかった。 

以上まとめると，「社会で活用できる概念的

知識（＝普遍的理論）」を獲得した生徒は 31名

(９割程度)であり，「社会で活用できる概念的

知識（＝普遍的理論）」を獲得することができ

たと言える。 

⑵ 「社会で活用できる概念的知識」を獲得す

るために，「問いの構造図」から授業構成す

ることが有効であったか 

 「問いの構造図」は，「中心発問」（以下《MQ》）

や「下位の問い」（以下〔SQ〕）に答えるために

どのように思考すればよいのかを知るための

プロセスである。よって，「問いの構造図」を

活用したか否かは，「下位の問い」を答える際

に「下位の下位の問い」（以下[SSQ]）の視点を

含めた内容を書いているかどうかで判断した。 

ア 評価基準 

 「問いの構造図」の活用についての評価基準

を【表６】に示す。なお，Ｂ評価以上が「問い

の構造図」が有効に働いたと捉える。 

 

表６ 「問いの構造図」の活用についての評価基準 

 

イ 結果 

 【表６】の評価基準を基に，「問いの構造図」

評価 基準 

Ａ  「下位の下位の問い」を半分以上活用している 

Ｂ 「下位の下位の問い」を半分未満活用している 

Ｃ 
「下位の下位の問い」を全く活用していない，

未記入 
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の活用について評価した。結果を【表７】に示

す。 

表７ 結果 

※ 《MQ》:中心発問，〔SQ〕:下位の問い，[SSQ]:下位の

下位の問い 

① 《MQ2》（※欠席者２名，記述は〔SQ3〕について） 

《MQ2》なぜアフリカ州は経済的に貧しい国が多いのだろ   

   うか 

〔SQ3〕モノカルチャー経済の問題点を説明しよう 

[SSQ3-1]少ない種類の農産物や鉱産資源を輸出す

ることの問題点は何だろうか 

   [SSQ3-2]原料を輸出し，工業製品を輸入することの

問題点は何だろうか 

評価 生徒 記述 

Ａ 

16名 
キ 

・ 少ない種類だと天候が悪く採れなか

った時があったらその年に採れるも

のが一気に減るから問題 

・ 先進国に原料を輸出すると安く買わ

れてしまうし，工業製品を輸入すると

高い値段で買わないといけなくなる 

Ｂ 

13名 
ク 

 鉱産資源はいつか無くなる。ボツワナ

はほとんどがダイヤモンドだからダイ

ヤモンドが必要とされなかったら輸出

できない 

Ｃ 

２名 

カ 
少ない種類の農産物にたよって輸出

すると輸出品が安くなる 

オ 未記入 

  
② 《MQ3》（※欠席者１名，記述は〔SQ2〕について） 

《MQ3》なぜアフリカ州の発展は遅れているのだろうか 

 〔SQ2〕なぜアフリカ州では食料不足になるのだろう 

か   

  [SSQ2-1]どういうときに食料不足は起こるのだろ

うか 

  [SSQ2-2]アフリカ州の農業の問題点は何だろうか 

  [SSQ2-3]食料不足によってどのような問題が生じ

るのだろうか 

  [SSQ2-4]食料不足を改善するためにどのような対

策をしているのだろうか，またその対策は

うまくいっているのだろうか 

評価 生徒 記述 

Ａ 

21名 
ケ 

長い間雨が降らない干ばつの時期に

なると植物は育たない，出生率が高い

が人が増えてもっと食べ物がいるよう

になる，灌漑設備が整っていなくて雨

水のみだから干ばつの時期は壊滅的な

被害を受ける→食料不足になる→餓死

する→農村から都市へ人が多く移動す

る→農作物を育てる人が減る 

Ｂ 

９名 
コ 

・ 商品作物を作っているから自分達

の食料が少ない 

・ 出生率が高い 

Ｃ２名 オ 未記入 

③ 《MQ5》（※記述は〔SQ3〕について） 

《MQ5》南アメリカ州はどのように経済発展させている

のだろうか 

 〔SQ3〕現在，南アメリカ州は経済発展によって，ど

のような問題が生じているのだろうか 

評価 生徒 記述 

Ａ 

26名 
サ 

技術が進み木が減る，魚のえさの虫

が地上に住まなくなった→魚が減り川

の近くに住む人々が困る。機械化など

で仕事をなくした人→都市へ行く→環

境問題（スラムができる） 

Ｂ 
６名 

シ 
・ 森林破壊  

・ スラムの増加 

Ｃ１名 オ 未記入 

 

・ 《MQ2》（※記述は〔SQ3〕について） 

生徒キは２つの[SSQ]を活用したため，モ

ノカルチャー経済の問題点について多面的

に説明できている。一方，生徒クは[SSQ3-1]

のみ活用しているため，モノカルチャー経済

の問題点を一面的にしか説明できていない。

生徒カは，[SSQ3-1]を活用しようとしている

が問題点を説明することができておらず，生

徒オは未記入であった。 

・ 《MQ3》（※記述は〔SQ2〕について） 

 生徒ケは[SSQ]を全て活用して〔SQ2〕を説

明している。生徒コは，[SSQ2-2]のみを活用

しており，説明の内容が資料の断片的な読み

取りに留まっている。生徒オは未記入であっ

た。 

・ 《MQ5》（※記述は〔SQ3〕について） 

生徒サは，アフリカ州での学習を生かし，

「問いの構造図」の“思考の流れ”を意識し

た考え方を生かして，思考の流れが分かる記

述となっている。一方，生徒シは資料から読

み取れたことを箇条書きで記述しており，思

考の流れが分かる記述とはなっていない。生

徒オは未記入であった。 

 《MQ2》･《MQ3》･《MQ5》で「問いの構造図」

が有効に働いた割合(Ｂ評価以上)は９割であ

った(《MQ2》:29/31，《MQ3》:30/32,《MQ5》:32/33)。

「問いの構造図」を活用することで，考える視

点やプロセスが明確になり，社会的事象につい

てより詳細に，かつ，より構造的に説明できて
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いることが分かる。 

また，《MQ3》から《MQ5》へは意図的に[SSQ]

を減らし，生徒自ら[SSQ]を考えるよう促した。

その結果もＢ評価以上の割合が減らなかった

ことから，今後，継続して「問いの構造図」に

よる授業構成をすることで，教師の発問を減ら

し，生徒自身が「問いの構造図」を作成するこ

とができるようになるのではないかと考える。 

 一方，《MQ2》では《MQ3》･《MQ5》に比べる

と，Ｂ・Ｃ評価の生徒が多く，「問いの構造図」

が有効に働いていない。これは，[SSQ]を一問

ずつ順番に考えさせたため，一問一答形式のよ

うな形になり，問い同士の繋がりを意識させる

ことができず，思考が途切れたことが原因だと

考える。そのため，《MQ3》以降は，[SSQ]を全

て同時に提示し，必要だと考える問いに答えさ

せるようにした。「下位の下位の問い」を「下

位の問い」や「中心発問」を答えるための視点

とし，生徒の思考を途切れさせないようにする

必要があると考える。 

ウ まとめ 

 「問いの構造図」を活用したことで，「総合

的理論」が獲得できたかどうか集計した。「総

合的理論」獲得についての評価基準を【表８】，

結果を【表９】に示す。なお，△評価以上が，

単元を通して「問いの構造図」を活用し，「総

合的理論」を獲得したと捉える。 

 

表８ 「総合的理論」獲得についての評価基準 

 

表９ 結果 

 

 

 

      

【表９】に示すように，単元を通して「問い

の構造図」を活用し，「総合的理論」を獲得し

た生徒は 32 名(９割程度)であった。このこと

から，「問いの構造図」から授業を構成するこ

とは，「社会で活用できる概念的知識」の基盤

となる「総合的理論」の獲得に有効だったと考

える。 

(３) 「社会で活用できる概念的知識」を獲得す

るために，「本質的な問い」の設定が有効で

あったか 

ア 分析①：「本質的な問い」について単元を

繋げて考えることができたか 

「本質的な問い」は，時代を超えて，社会的

事象を説明できるような「普遍的理論」を求め

る問いであるため，各時間の理解に留まらず，

各時間で獲得した概念(「総合的理論」)を単元

を通して関連させて思考する問い（「単元を貫

く問い」）として設定した。 

よって，「本質的な問い」については，「普遍

的理論」に向けて，第七時「現在，経済的に貧

しい国々がこれから発展するためには，どのよ

うな道筋があるのだろうか」について，各時間

で獲得した概念（「総合的理論」）を繋げて考え

ることができたかという視点で，発話記録とそ

の記述を分析した。 

(ア) 評価基準 

 「本質的な問い」についての評価基準を【表

10】に示す。 

 

表 10 「本質的な問い」についての評価基準 

評価 視点 

〇 
 「普遍的理論」に向けて，単元を通して獲得

した概念を活用している 

× 
 「普遍的理論」に向けて，単元を通して獲得

した概念を活用していない 

 

(イ) 発話記録（第七時：「本質的な問い」に対

するグループでの話し合い）と記述 

 次頁【資料２】【資料４】にＡグループ，及

びＢグループの発話記録，次頁【資料３】【資

料５】に生徒Ｘ・Ｗの記述をそれぞれ示す。 

発話記録（生徒の記述も含む）については，

評価 基準 

〇 
 《MQ2》･《MQ3》･《MQ5》の全てがＢ評価以

上である 

△ 
 《MQ2》･《MQ3》･《MQ5》のうち，一つでも

Ｃ評価がある 

× 
 《MQ2》･《MQ3》･《MQ5》の全てがＣ評価で

ある 

評価 人数 備考 

〇 30  

△ ２  

× １ 生徒オ 
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活用した「総合的理論」に関わる内容を，

《MQ2》：   ，《MQ3》：   ，《MQ5》：   ，

《MQ6》：   で示した。 

 

資料２ Ａグループの発話記録 

（※生徒：Ｘ，Ｙ，ス  教師：Ｔ） 

Ｘ：そもそもその国の問題点を解決しないと。あとは，

ブラジルとかだったらアマゾンのジャングルとか

その国の特徴を生かしたり… 

Ｙ：土地とか内戦とか食料問題をどうやって解決する

かって難しい 

Ｘ：自然環境をできるだけ残したまま，先進国の技術

を借り，少しずつ発展し，持続可能な社会を作る

…とか？ 

ス：木を少し切ったら？自然のことを考えつつ，少し

ずつ 

Ｔ：「少しずつ」のポイントは？ 

Ｘ：一気に発展してしまうと，職とか急になくしてし

まう人もいる，少しずつ時間をかけながらするこ

とで，スラムとかで暮らす人とかも少なくなるか

なって 

Ｔ：時間をかけると，なぜそういう問題が解決される

の？ 

ス：話し合える時間が増える。発展していいですか？

って 

 

資料３ 生徒Ｘの記述（評価：〇） 

・ まず政府が主体となり，その国の問題点(土地・内

戦・食料不足)を解決するための策を考える 

・ 自国の特徴を生かし，先進国の技術などを取り入

れて発展させて，再生可能エネルギーを使って豊

かな暮らしを目指す 

・ 資源を使いすぎず，持続可能な社会を目指し，少

しずつ発展させる 

 

資料４ Ｂグループの発話記録 

（※生徒：Ｚ，Ｗ，セ  教師：Ｔ） 

Ｚ：材料だけじゃなくて物を作ればいい，材料じゃん，

アフリカが作ってるもの 

あとは資源を売りまくれば？未来のこと考えずに 

セ：それはだめじゃない？70％無理だと思う 

Ｚ：そうやってブラジルも発展したじゃん 

Ｗ：ブラジルか…でも工業化もな…無理じゃない？ブ

ラジルと同じ道歩みそう 

Ｔ：工業化が必要だと思えば，ブラジルの課題から何

に気を付ければいいかなって考えてみたら？ 

Ｗ：うーん…じゃあ，環境を守る工業ってどうすれば

いいんだろう？ 

セ：環境だったら，砂漠化がなければもっとうまくい

ってるよ！ 

Ｗ：じゃあ砂漠化はどうやってなくすん？ 

資料５ 生徒Ｗの記述（※評価：〇） 

・ 工業化（※[問題]お金が必要，人が都市に移動しス

ラムができる）→環境を守る工業を！ 

・ 内戦をなくす（※[問題]民族のちがいはどうする？） 

 

 【資料２】【資料４】に示すように，どちら

のグループも各時間で獲得した様々な「総合的

理論」を関連させながら話し合っていたことが

分かる。また，【資料３】【資料５】に示した生

徒Ｘ・Ｗの記述は，グループでの話し合いを生

かし，「普遍的理論」に向けて単元を通して獲

得した概念を関連させて思考した記述となっ

ている。 

(ウ) 結果 

前頁【表 10】を基に評価した結果，「本質的

な問い」について，「普遍的理論」に向けて単

元を通して獲得した概念を活用し，単元を繋げ

て考えることができていた生徒(〇)は 29 名，

単元を繋げて考えることができなかった生徒

(×)は４名であった。（４名の生徒はいずれも

未記入であった。） 

イ 分析②：単元を繋げることで，「普遍的理

論」を獲得することができたか 

「本質的な問い」で単元を繋げて考えること

ができた生徒(〇)29名が，第八時「これからの

経済発展はどのようにあるべきなのだろうか」

で「普遍的理論」を獲得することができたかを

集計した。 

また，単元を繋げて考えることができなかっ

た生徒(×)４名についても，「普遍的理論」獲

得との関係を記述から分析した。 

(ア) 結果 

 集計の結果を【表 11】に示す。 

 

表 11 集計結果 
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 「本質的な問い」について，単元を繋げて考

えることができた 29名の生徒(〇)のうち，「普

遍的理論」を獲得することができたのは 28 名

であった。生徒カについては，９頁（※５(1)イ）

に示している。 

 また，「本質的な問い」について単元を繋げ

て考えることができなかった生徒(×)４名の

うち，「普遍的理論」を獲得することができた

のは３名であった。この３名のうち２名(生徒

ス・セ)は，前頁【資料２】【資料４】に示した

ス・セであり，発話記録を見ると，グループ学

習を通して様々な「総合的理論」を活用し，単

元を繋げて思考することができている。 

 

資料６ 生徒ス・セの「普遍的理論」の記述 

※記述については，「将来の視点」：   で示した。 

 

また，【資料６】に示すように，生徒ス・セ

の「普遍的理論」についての記述は，グループ

での話し合いを基に様々な概念を繋げて表現

したものであることが分かる。（残り１名も同

様）この生徒３名は，第七時の「本質的な問い」

について表現することはできなかったが単元

を繋げた思考になっていたため，「普遍的理論」

の獲得に至ったと考える。 

生徒オは，９頁（※５(1)イ）で示したように

各時間における「総合的理論」を獲得すること

ができておらず，「本質的な問い」について単

元を繋げて考えることができなかった。そのた

め，「普遍的理論」を獲得することができなか

ったと考える。 

ウ まとめ 

 「本質的な問い」について，単元を通して獲

得した概念を活用して単元を繋げて思考した

29 名の生徒のうち，「普遍的理論」を獲得した

生徒が 28 名であった。また，「本質的な問い」

を表現できなかったものの，単元を通して獲得

した概念を活用して単元を繋げて思考するこ

とができていた３名(※本質的な問い：×，普

遍的理論：Ｂ)を加えると，31 名(９割)の生徒

が「本質的な問い」について思考することで，

単元を通して獲得した概念（「総合的理論」）を

活用して「普遍的理論」を獲得することができ

た。このことから，「本質的な問い」の設定は，

「社会で活用できる概念的知識」，つまり，各

時間で得た「総合的理論」をより上位の「普遍

的理論」へ高めることに有効だったと考える。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

 

〇 検証授業の結果，「社会で活用できる概念

的知識」を獲得するために，「問いの構造図」

から授業構成すること，そして「本質的な問

い」を設定することが有効であることが明ら

かになった。 

〇 「問いの構造図」の《MQ2》・《MQ3》・《MQ5》

の比較から，「問いの構造図」から授業構成

することに関する活用上の留意点として，

「下位の下位の問い」を「下位の問い」や「中

心発問」に答えるための視点とし，生徒の思

考を途切れさせないようにすることが大切

な留意点であったことが分かった。 

〇 「本質的な問い」は「普遍的理論」を獲得

するために，「単元を貫く問い」として各時

間で獲得した概念(「総合的理論」)を関連さ

せて思考する問いとして設定したことは，９

割の生徒が「社会で活用できる概念的知識」

を獲得したことから有効であった。また，「本

質的な問い」について表現（記述）できるか

否かに関わらず，単元を繋げて思考すること

ができた生徒は「普遍的理論」を獲得するこ

とができたことが分かった。 

 

生徒 「普遍的理論」 

ス 
 環境や今ある資源に配慮して少しずつ進め

る 

セ 

 資源を無駄使いせずに必要なものを必要な

分だけ使う，二酸化炭素を排出しない工業化を

進める 
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２ 課題と今後の展望 

 

〇 地理的分野の他の単元や，歴史・公民的分

野における実践について 

 今回の検証授業では，「社会で活用できる

概念的知識」を獲得するために，中学１年地

理的分野で「問いの構造図」から授業構成し，

「本質的な問い」を設定した「科学的探求学

習」の単元開発をし，その有効性を確かめた。

しかし，「問いの構造図」から授業構成する

ことは「社会で活用できる概念的知識」の基

盤となる「総合的理論」の獲得に有効であり，

地理的分野の他の単元や歴史・公民的分野に

おいても有効な指導方法であると捉えてい

る。そこで，その有効性を確かにするためには，

地理的分野の他の単元や，歴史的分野や公民

的分野における実践を増やすことが必要で

あると考える。 

〇 本単元で「普遍的理論」を獲得した生徒が，

今後授業等でどのように活用して考えるか，

について 

「普遍的理論」は，「時代を超えて，社会

的事象を説明できるような概念的知識」であ

り，将来や生徒の未来に生きて働く知識とな

るものである。そのため，本単元で獲得した

「普遍的理論」を他の社会的事象や実生活に

活用することができるか，また，本単元とは

違う授業場面において，場所や時代の異なる

他の社会的事象について思考させる等獲得

した「普遍的理論」を転移・活用することが

できるか，生徒の学びを継続して把握すると

ともに，活用できる機会を確保することも，

今後の課題である。 

〇 生徒オに対する手立てについて 

生徒オは「問いの構造図」が有効に働かず，

各時間における「総合的理論」を獲得するこ

とができなかった。また，「総合的理論」を

獲得することができなかったことにより，

「本質的な問い」について単元を繋げて考え

ることができず，「普遍的理論」を獲得する

ことができなかった生徒であった。 

授業においては，生徒オに対して継続した

声掛けや学習支援等の手立てを行った。また，

ペアやグループ学習においては周囲の生徒

が積極的に関わりをもち，生徒オの実態に合

わせて支援をする様子が見られ，生徒オも

「社会的事象」の基礎的な語句の意味につい

て理解しようと努めていた。しかし，結局本

検証授業においては基礎的な語句の意味理

解に至らず，そのため「総合的理論」及び「普

遍的理論」を獲得することができなかった。 

「問いの構造図」を活用して「概念的知識」

を獲得したり，「本質的な問い」を思考したり

するためには，基礎的な語句の意味理解が不

可欠である。生徒オのように，基礎的な語句

の意味理解が苦手な生徒に対して，ペアやグ

ループの活用，教師による効果的な声掛け，

ワークシートの工夫，ＩＣＴの活用，振り返

りの場の設定等，引き続き様々な手立ての工

夫が必要である。 
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